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平成 25年 3月期 第 3四半期連結決算概要 
 

１．平成25年 3月期 第3四半期連結業績ハイライト 

●文具・雑貨・食品、ＴＶゲーム、古本の各部門の売上はブックバラエティストア化により伸張いたしま

したが、依然として書店部門とレンタル部門は非常に厳しい状況であったため、売上高前年比は95.1％

で減収となりました。 

●業務効率の向上や販売費及び一般管理費のコスト削減に努めてまいりましたが、売上高の減少に伴う売

上総利益の減少をカバーするには至らず、当期純利益は1億82百万円で減益となりました。 

平成24年3月期 

第3四半期 

平成25年3月期 

第3四半期 （百万円、％） 

金額 構成比 金額 構成比

増減額 前期比 

売上高 20,720 100.0 19,711 100.0 △1,008 95.1

売上総利益 6,223 30.0 5,941 30.1 △281 95.5

営業利益 635 3.1 366 1.9 △268 57.7

経常利益 620 3.0 349 1.8 △270 56.3

当期純利益 228 1.1 182 0.9 △46 79.7
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(注)平成23年3月期期末より連結財務諸表を作成しているため、それ以前は個別財務諸表と比較しております。 
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２．セグメント別・部門別売上高 

平成24年3月期 

第3四半期 

平成25年3月期 

第3四半期 （百万円、％） 

金額 構成比 金額 構成比

増減額 前期比 

個人顧客事業 20,556 99.2 19,558 99.2 △998 95.1

 書店 13,068 63.1 12,226 62.0 △841 93.6

 文具・雑貨・食品 1,184 5.7 1,299 6.6 115 109.7

 セルＡＶ 1,786 8.6 1,703 8.7 △82 95.4

 ＴＶゲーム 911 4.4 1,018 5.2 106 111.7

 古本 271 1.3 344 1.7 73 127.1

 レンタル 3,334 16.1 2,965 15.0 △369 88.9

法人顧客事業 17 0.1 4 0.0 △12 28.1

サービス販売事業 146 0.7 148 0.8 2 101.6

合計 20,720 100.0 19,711 100.0 △1,008 95.1

個人顧客事業の部門別売上高推移
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(注)１．平成23年3月期期末より連結財務諸表を作成しているため、それ以前は個別財務諸表と比較しております。 

２．平成25年3月期第１四半期より、従来の「文具部門」を「文具・雑貨・食品部門」に名称変更しております。 

 

３．平成25年 3月期 通期業績予想 

平成24年3月期 実績 平成25年3月期 予想 
（百万円、％） 

金額 構成比 金額 構成比
増減額 前期比 

売上高 27,635 100.0 26,500 100.0 △1,135 95.9

営業利益 633 2.3 530 2.0 △103 83.6

経常利益 613 2.2 500 1.9 △113 81.5

当期純利益 128 0.5 160 0.6 31 125.0

1株当たり配当金 8.5円 ― 8.5円 ― ― ―

・ 主力である書店部門は当初の予想より厳しさが若干緩む見通しですが、他部門では当初予想を下回る見

込みであります。そのため、競争力強化に向け、主力である書店部門やレンタル部門の既存顧客の維持

と新規顧客の獲得に努めてまいります。 
・ 業務の効率化、コスト削減に取り組んだ結果、販売費及び一般管理費は前期より圧縮できる見通しであ

ります。 

 
以上 
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